
□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.311(2016.12.25) from 山下 徹 □◇□◇□     

                         ==>  http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります。山下徹　あおぞら　検索

モ
ネ
の
庭

高
知
県
安
芸
郡
北
川
村

　
　
　
　

二
〇
一
六
年
十
一
月

　

四
三
才
の
時
、
印
象
派

の
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
は
パ

リ
郊
外
ジ
ベ
ル
ニ
ー
村
に

移
り
住
ん
だ
。

　

彼
は
、
日
本
の
浮
世
絵

か
ら
の
ヒ
ン
ト
を
庭
作
り

に
活
か
そ
う
と
し
た
。
池

を
日
本
か
ら
輸
入
し
た
睡

蓮
で
埋
め
、
日
本
風
の
太

鼓
橋
を
架
け
た
。

　

そ
の
庭
園
を
模
し
て
高

知
県
北
川
村
に
「
モ
ネ
の

庭
」
が
二
〇
〇
〇
年
に
開

園
さ
れ
た
。

　

公
式
に
ジ
ベ
ル
ニ
ー
の

モ
ネ
の
庭
園
か
ら
「
モ
ネ

の
庭
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
許

さ
れ
た
世
界
唯
一
の
庭
園

だ
。

　

丘
の
上
に
拡
が
る
庭
園
、

季
節
柄
も
は
や
睡
蓮
の
花

は
な
い
が
紅
葉
し
た
楓
の

葉
が
水
面
に
彩
り
を
添
え

て
い
る
。

　

今
回
、
こ
の
絵
は
、
そ

の
太
鼓
橋
の
上
か
ら
描
い

た
。

　

モ
ネ
が
愛
し
、
散
策
し
、

絵
を
描
い
た
気
持
ち
を
想

像
し
な
が
ら
・
・
・

千島はどうなるの？
　

二
時
間
半
も
遅
れ
て
現

れ
た
プ
ー
チ
ン
は
「
第
二

次
大
戦
の
結
果
ロ
シ
ア
領

に
な
っ
た
」
と
発
言
。
返

還
の
可
能
性
す
ら
見
せ
な

か
っ
た
。
安
倍
首
相
は
北

方
領
土
で
の
共
同
経
済
活

動
に
合
意
と
得
意
顔
だ
。

「
特
別
な
制
度
で
・
・
」

と
云
う
が
、
ロ
シ
ア
が
支

配
し
、
警
察
権
、
裁
判
権

を
保
持
し
て
い
る
。

　

共
同
経
済
活
動
で
国
後

択
捉
の
産
業
が
発
展
す
れ

ば
、
ロ
シ
ア
は
ま
す
ま
す

返
し
た
く
な
く
な
る
筈
。

ロ
シ
ア
の
立
場
で
言
う
と

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
に
日
本
は
千
島
を

放
棄
と
あ
る
。
講
話
の
時
、

歯
舞･

色
丹･

千
島
は
ソ

連
が
支
配
中
。
『
南
千
島

は
千
島
じ
ゃ
な
い
』
と
云

う
な
ら
、そ
の
時
言
え
よ
。

　

も
し
、
返
し
た
ら
・
・

　

安
保
条
約
で
米
軍
は
日

本
の
ど
こ
で
も
基
地
に
で

き
る
。
千
島
に
米
軍
基
地

が
置
か
れ
る
。
返
す
か
！

　

も
し
、
日
本
に
返
し
た

ら
、
一
九
四
〇
年
頃
ス
タ

ー
リ
ン
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

か
ら
奪
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
東
側
、
北
極
海
沿
岸
等

を
返
す
こ
と
に
な
る
。

　

占
領
し
た
ば
か
り
の
ク

リ
ミ
ア
と
事
実
上
占
領
中

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
も
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ク
リ
ミ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
で
Ｅ
Ｕ
や
米
国
の
制
裁
を

受
け
て
い
る
中
で
、
千
島
に

於
い
て
共
同
事
業
と
は
願
っ

て
も
無
い
幸
せ
。

ソ
連
ロ
シ
ア
の
侵
略
是
正

　

千
島
を
取
り
返
す
に

は
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
プ
ー

チ
ン
が
や
っ
て
き
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

日
本
へ
の
侵
略
行
為
を
是

正
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ

で
は
な
い
の
か
？
プ
ー
チ

ン
に
す
り
寄
っ
て
で
き
る

問
題
で
は
な
い
の
で
は
？

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？

千島全土が日本の固有領
土、侵略して奪ったもの
ではない

　1855 年の日ロ通商条
約で択捉島以南は日本領
に、樺太は日ロ混住とし
た。1875 年の樺太千島
交換条約で樺太はロシア
に、全千島が日本領とな
った。( 日露戦争で南樺
太は日本領になったが、
これは返還 )

サンフランシスコ条約第
２条 C項
　日本国は、千島列島並
びに日本国が 1905 年 9
月 5 日のポーツマス条約
の結果として主権を獲得
した樺太の一部及びこれ
に近接する諸島に対する
すべての権利、権原及び
請求権を放棄する。

◎領土不拡大の戦後処理
に反したこの項を改訂す
ることが必要


